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設楽町・東栄町・豊根村
11月から翌年3月まで、11地区にて開催

国指定重要無形民俗文化財の花祭は、
700年以上の歴史を持つ奥三河地方の
神事芸能。「て～ほへ、てほへ」の
掛け声とともに少年の舞や鬼の舞等が
夜を徹して行われます。
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イルミネーションがはじまったのは「明治時代」。
新たな時代「令和」の夜に、LEDなどの最新技術で、
幻想的な光に包まれる明治建築をお楽しみください。
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美
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事
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お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
石
油
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
宇
佐
美
　
三
郎

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県石油業協同組合

代表者名：宇佐美　三郎

設立年月：1952年 8月

組合員数：555

住　　所：名古屋市中区正木三丁目

　　　　　2番 70号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
県
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
石
油
製
品
の

卸
売
の
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
す
。
組
織
体
制
は
正

副
理
事
長
会
、
監
事
会
、
役
員
会
、
経
営
部
会
の
他
４
部
会
、

総
務
財
務
委
員
会
、
信
用
保
証
地
区
委
員
会
、
共
同
事
業
委

員
会
の
他
９
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
石
油
製
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
、
原
油
価
格
が

高
騰
し
て
も
な
か
な
か
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
や
す
く
、
ま
た
規
制

緩
和
を
は
じ
め
と
し
た
激
し
い
競
争
の
只
中
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
人
員
の
確
保
、
給
油
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
組
合

員
の
要
望
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
経
営
を
補

完
し
組
合
事
業
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
共
同
購
買
の
斡
旋
事
業
で
は
、
タ
オ
ル
な
ど
の
サ
ン
プ
ル

品
の
提
供
の
ほ
か
総
合
カ
タ
ロ
グ
を
配
布
し
、
普
及
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、毎
年
、品
目
を
決
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
年
度
末
特
別
セ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
福
利
厚
生
で
は
、
共
済
事
業
の
改
善
を
図
り
生

命
共
済
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
加
入
促
進
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
共
同
購
買
事
業
と
共
済
事
業
は
、
全
国
石
油
業
共
済
協
同

組
合
連
合
会
と
連
携
し
た
事
業
で
あ
る
た
め
、
組
合
員
か
ら

の
要
望
を
連
合
会
に
伝
え
る
こ
と
で
利
用
促
進
に
繋
げ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
本
組
合
が
独
自
に
斡
旋
し
て
い
る
品
目
も
あ

り
、「
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
」
や
「
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
ロ
ー
ル
紙
」

は
低
価
格
で
の
販
売
を
実
現
で
き
好
評
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
や
コ
ス
ト
削

減
を
目
的
と
し
た
事
業
で
は
、計
量
機
の
検
査
、キ
ャ
ノ
ピ
ー

灯
ラ
ン
プ
の
交
換
、
電
気
代
節
約
の
た
め
の
主
開
閉
器
契
約

を
採
用
し
た
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
の
斡
旋
や
新
電
力
「
イ
ー

レ
ッ
ク
ス
」
の
販
売
、
廃
タ
イ
ヤ
や
空
ド
ラ
ム
の
委
託
回
収

な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
石
油
製
品
の
安
定
供
給
体
制
の
維
持
確
保
や
生

産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
地
下
タ
ン
ク
の
入
換
え
や
省
エ
ネ

機
器
導
入
費
用
、
配
送
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
購
入
費
用
の

一
部
補
助
申
請
手
続
き
の
ほ
か
、
組
合
員
の
資
金
調
達
の
際

の
債
務
保
証
な
ど
の
金
融
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
組
合
員
の
経
営
の
あ
り
方
や
時
事
的
な
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
や
研
修
会
の
実
施
、
当
組
合
の
顧
問

弁
護
士
に
よ
る
法
律
問
題
相
談
室
を
随
時
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
労
働
保
険
事
務
組
合
と
し
て
、
雇
用
保
険
の
取
得
や
離

職
票
の
交
付
、
保
険
料
の
徴
収
及
び
納
付
の
手
続
き
な
ど
煩

雑
な
事
務
処
理
の
軽
減
に
よ
り
、
組
合
員
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
共
同
事

業
委
員
会
で
組
合
員
の
経
営
課
題
の
解
決
や
経
営
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
新
規
共
同
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
委
員
会
で
検
討

中
で
す
が
、
20
年
前

に
１
４
０
０
人
組
合

員
が
い
ま
し
た
が
、

業
界
の
再
編
、
石
油
需

要
の
減
少
・
設
備
投
資
の
採
算

性
な
ど
の
要
因
に
よ
り
組
合
員

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
組

合
員
の
事
業
活
動
を
促
進
さ
せ
、
経

営
の
安
定
と
拡
大
の
支
援
を
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
油
業
界
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
全
石
連
が
行

う
農
林
漁
業
用
重
油
の
安
定
供
給
の
た
め
の
国
へ
の
請
願
や

要
請
行
動
を
応
援
し
て
い
る
ほ
か
、
農
林
漁
業
者
の
保
護
の

た
め
の
無
税
重
油
制
度
等
の
遵
守
や
適
格
な
運
用
の
た
め
の

指
導
の
徹
底
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
自
然
災
害
が

各
地
で
起
こ
り
地
元
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
災
害
に
対
し
て
石
油
販
売
事
業
者
は
可
能
な
限

り
営
業
を
続
け
、
緊
急
車
両
や
住
民
の
燃
料
供
給
に
努
め
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
て

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１
缶
」
運
動
を
国
民
の
方
々
に
提

唱
し
て
い
ま
す
。災
害
発
生
時
に
満
タ
ン
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

車
内
の
情
報
収
集
拠
点
と
し
て
の
利
用
や
400
㎞
程
度
の
移
動

が
可
能
に
な
り
、
灯
油
１
缶
余
分
に
あ
れ
ば
暖
か
い
空
間
を

85
時
間
程
度
維
持
で
き
、災
害
時
の
安
心
度
が
高
ま
り
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
歴
史
や
サ
ス
ペ
ン
ス
も
の
の
小
説
を
読
ん
だ
り
、
名
駅
前

の
映
画
館
に
家
族
と
出
掛
け
た
り
し
ま
す
。
映
画
は
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
が
多
い
で
す
。
休
日

に
名
駅
に
来
る
の
も
新
鮮
な
気
分
に
な
り
ま
す
ね
。
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中央会ニュースクリップ

「第71回中小企業団体全国大会」開催！

　令和元年 11 月７日（木）、鹿児島県の鹿児島アリーナにおいて、第 71 回中小
企業団体全国大会が開催されました。中野洋昌・経済産業大臣政務官、土屋喜
久・厚生労働審議官をはじめとして多数のご来賓の方々が出席され、全国から約

3,000 名、うち愛知県からは 32 名の参加者があり
ました。
　大会は、薩摩琵琶や霧島九面太鼓等のアトラク
ションから始まり、幽玄な琵琶や迫力ある太鼓の演奏からは、今大会を必ず成功
させようという意気込みが感じられました。
　令和の新しい時代を迎え、「新時代の幕開け　団結でひらく　組合の未来〜
時空を超えて　舞台は鹿児島から〜」をスローガンに、47 都道府県中央会会員
の中小企業で組織する全国約 30,000 組合等の総意を内外に広く表明するととも
に、その実現に向け、共に取り組むことが決議されました。決議事項には、本
会　専門委員会にて取りまとめ、提出した要望事項も含まれています（決議内
容の詳細につきましては全国中央会ホームページ https://www.chuokai.or.jp/
hotinfo/71taikai-a.pdfを参照ください）。

第 71回中小企業団体全国大会決議（概要）
Ⅰ．�中小企業・小規模事業者等の生産性向上支援等の拡充
１．持続的な成長と生産性向上に向けた対策の強化
２．生産性向上に向けた人材育成の強化
３．地方創生推進に向けた対策の強化
４．事業承継・後継者育成支援策の拡充と組合支援措置の強化
５．中小企業組合・中央会に対する支援の拡充

Ⅱ．�中小企業の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の
推進

Ⅲ．震災復旧・復興支援、豪雨等による災害対策の拡充

Ⅳ．�中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境
整備

１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
５．�卸売・小売業・まちづくりの推進、中心市街地活性化に対す
る支援の拡充

６．サービス業支援の強化・拡充
７．官公需対策の強力な推進
８．海外展開に対する支援の拡充
９．公正かつ自由な競争の確保

　大会では、優良組合 34 組合、組合功労者 86 名、中央会優秀専従者 22 名の表
彰も執り行われました。
　愛知県からは、優良組合として中日本木工機械商工協同組合、組合功労者とし
て加藤直樹氏（愛知県紙器段ボール箱工業組合　理事長）、山口高広氏（愛知県
リースおしぼり協同組合　理事長）が受賞されました。
　受賞された皆様、おめでとうございました。

　皆様からお寄せいただき、全国大会で決議された上記の要望事項は、今後、全国中央会が中心となり、政府
や各関係機関に対して要請活動を展開し、中小企業・小規模事業者の持続的な成
長と豊かな地域社会が実現することを目指します。
　次の第 72 回大会については、令和２年 10 月 22 日（木）に、茨城県のザ・ヒ
ロサワシティ会館において開催する予定となっています。第 72 回大会に向けた
皆様の抱える課題・要望事項等の調査は、来春に実施する運びです。どうぞ忌憚
のないご意見等をお聞かせ下さい。
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中小企業トピックス '19 in December

令和元年度　中小企業労働事情実態調査

愛知県の調査結果概要
　この調査は、中小企業における労働事情を的確に把握し、適正な中小企業労働対策の樹立並びに時宜を得た中央会の雇用・
労働対策事業の推進に資することを目的として、全国中央会のとりまとめの下、昭和 39 年より毎年実施されています。
　本年度も、令和元年７月１日を調査時点として、県内の従業員数 300 人以下の 1,500 事業所を対象（有効回答事業所数：778
事業所（回収率：51.9%））にアンケート調査を実施しました。回答にご協力いただいた組合の皆様には深くお礼申し上げます。

◆経営状況
　経営状況について「変わらない」と回答した事業所が 55.0％
と最も多く、次いで「悪い」28.8％、「良い」16.2％の順となっ
ている。昨年と比較すると「良い」は 4.0 ポイント減少し、「変
わらない」が 2.4 ポイント増加、「悪い」は 1.6 ポイント増加し
ている。今回の調査結果では、「良い」と回答した事業所が全体
の 2割をきっていることや、「サービス業」においては「良い」
と回答した事業所が 0ということを鑑みると、中小企業の経営状
況は非常に厳しい環境に置かれているということが読み取れる。
　経営上の障害については、「人材不足（質の不足）」53.0％が最
も多く、（昨年と比較して 2.7 ポイント増加）、次いで「労働力不
足（量の不足）」39.0％（昨年と比較して 1.3 ポイント増加）、「原
材料・仕入品の高騰」32.5％（昨年と比較して 0.8 ポイント増加）
となっている。引き続きほとんどの業種で、「人材不足（質の不
足）」が経営上の障害となっており、人材の確保が大きな経営課
題となっている。また、「原材料・仕入品の高騰」は、昨年に引
き続き増加しており、コストの増加が懸念される。

◆労働時間
　短時間労働者を除いた従業員の所定労働時間について、「40 時
間」55.2％が最も多く、全国平均 48.6％よりも 6.6 ポイント高く
なっている。
　また、月平均残業時間は 15.60 時間（昨年 15.33 時間）となり、
昨年と比較して 0.27 時間増加。全国平均 12.49 時間（昨年 12.27
時間）と比較した場合は、3.11 時間多くなっている。
　月平均残業時間について、業種別にみると、製造業では「機械
器具」25.61 時間が多く、非製造業では「運輸業」33.00 時間が多い。

◆年次有給休暇
　年次有給休暇の平均付与日数は 14.89 日（昨年 15.15 日）で昨
年と比較して 0.26 日減少、平均取得日数については 7.33 日（昨
年 7.37 日）で、昨年と比較して 0.04 日減少となり、付与日数、
取得日数ともに減少している。また、平均取得率は 53.17％（昨
年 50.96％）となり、昨年と比較すると増加している。

◆新規学卒者の採用
　平成 31 年 3月の新規学卒者の平均採用人数は、高校卒 2.48 人
（昨年 2.28 人）、専門学校卒 1.6 人（昨年 1.28 人）、短大・高専卒 1.1
人（昨年 1.0 人）、大学卒 2.48 人（昨年 2.53 人）であり、高校卒、
専門学校卒、短大・高専卒では増加、大卒では減少する結果となっ
た。
　令和 2 年度の採用計画については、「ない」50.8％、「ある」
29.2％、「未定」20.0％の順となっている。前年と比較して、「ない」
が 1.1 ポイント増加、「ある」が 0.2 ポイント増加し、「未定」が 1.3
ポイント減少している。約半数の事業所が「ない」と回答してお
り、新規学卒者の採用については、依然として慎重な姿勢である
ことがうかがえる。

（次号へ続く）
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政
府
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

　
今
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
国
家
戦
略
特
区
法
」

の
改
正
案
が
廃
案
と
な
り
、
秋
の
臨
時
国
会
へ
の
提
出
も
見

送
ら
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
国
が
法
整
備
を
検
討
し
て
い
る

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
の
構
想
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
使
っ
て
、
特
区
内
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
未

来
都
市
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
遠
隔
医
療

な
ど
の
最
先
端
技
術
を
集
約
し
な
が
ら
、
交
通
シ
ス
テ
ム
や

住
環
境
な
ど
地
域
ご
と
に
異
な
る
都
市
問
題
の
解
決
を
図
る

狙
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
企
業
や
自
治
体
が
保

有
す
る
デ
ー
タ
と
個
人
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
仕
組
み
が
可
能
と
な
る
。

愛
知
県
も
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
名
乗
り

　
将
来
的
に
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
が
事
業
選
定
段
階
に
な
れ
ば

有
力
視
さ
れ
る
の
は
２
０
２
５
年
に
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
を
控
え
る
大
阪
だ
ろ
う
。
万
博
開
催
に
向
け
て
広
域
で
交

通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
夢
洲

の
会
場
隣
接
地
で
は
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
の
誘
致
に

も
積
極
的
で
あ
る
。
万
博
と
Ｉ
Ｒ
を
活
用
で
き
れ
ば
、
夢
洲

で
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
整
備
の
可
能
性
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
翻
っ
て
、
愛
知
県
で
は
、
セ
ン
ト
レ
ア
の
空
港
島
と
常
滑

市
の
周
辺
地
域
を
対
象
に
し
た
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
案
を

内
閣
府
に
提
出
し
て
い
る
。
今
回
の
構
想
案
の
公
募
は
、
法

案
が
廃
案
に
な
っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
自
治
体
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
募
る
と
い
う
段
階
に
過
ぎ
な
い
が
、
国
際
観
光
都

市
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
セ
ン
ト
レ
ア
周
辺

を
次
世
代
製
造
業
の
最
先
端
技
術
を
展
示
す
る
実
証
実
験
の

場
と
し
て
拠
点
化
す
る
意
味
は
大
き
い
と
い
え
る
。

　
セ
ン
ト
レ
ア
の
空
港
島
で
は
、
19
年
８
月
に
愛
知
県
の
国

際
展
示
場
「
ア
イ
チ
・
ス
カ
イ
・
エ
キ
ス
ポ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
が
、
運
営
事
業
者
に
は
世
界
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
会

社
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
Ｇ
Ｌ
イ
ベ
ン
ツ
社
も
参
加
し
て
い

る
。
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
国
際
会
議
や

見
本
市
、
外
国
企
業
の
研
修
旅
行
な
ど
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
取
り

込
み
を
積
極
化
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

オ
ー
プ
ン
や
隣
接
す
る
商
業
施
設
の
フ
ラ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ド

リ
ー
ム
ズ
と
の
連
携
に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り

込
み
も
可
能
と
な
る
。

次
世
代
製
造
業
に
と
っ
て
重
要
な
構
想

　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
が
含
ま
れ
る
法
案
の

臨
時
国
会
へ
の
提
出
が
見
送
ら
れ
た
背
景
に

は
、
各
自
治
体
の
現
時
点
で
の
構
想
が
様
々
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
取
れ
る
だ
け
取
る
と
い
う
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
課
題
認
識
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
地

域
と
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
地
域

の
経
済
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
う
視
点

に
欠
け
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。

　
愛
知
県
の
場
合
、
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と

す
る
製
造
業
集
積
の
高
さ
が
地
域
経
済
を
支
え

て
き
た
が
、
中
長
期
的
に
は
国
の
成
長
戦
略
の

う
ち
、
す
で
に
効
果
が
顕
在
化
し
て
い
る
観
光

産
業
の
育
成
を
図
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
四
次
産
業
革
命
に
よ
り
ト
ヨ
タ

な
ど
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
企
業

へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
国
内
随
一
の
モ
ノ
づ
く
り
王
国
と
し
て
堅
実

な
県
民
性
や
起
業
風
土
を
持
つ
地
域
柄
、
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
は
慎
重
な
見
方
も
根
強

く
、
Ｉ
Ｒ
よ
り
も
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
へ
の

親
和
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光
都
市
と
し
て

の
魅
力
づ
く
り
に
も
寄
与
し
、
愛
知
の
都
市
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
に
も
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
次
世
代
製
造
業
の
先
端
技
術
を
中
部
の
玄
関

口
で
あ
る
セ
ン
ト
レ
ア
で
展
示
す
る
意
義
も
大

き
く
、
も
の
づ
く
り
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
と
シ

フ
ト
す
る
時
代
に
は
、
県
内
で
の
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
は
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
現
時
点
で

は
構
想
案
で
あ
る
が
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
選
定

に
向
け
て
構
想
の
熟
度
を
上
げ
て
頂
き
た
い
。

愛
知
に
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
を

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968年青森県生まれ。91年一橋大学経済学部卒業。02年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91年野村證券。93年東海総合研究所（現
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
食料品：お菓子は軽減税率が適用され影響は少ないと見込まれ、
多くの店舗で売価は据え置かれている。しかし、包装資材等は
10％の適用であり、それらの負担増により今後、売価の見直し
が必要になると思われる。
紙・紙加工品：１〜９月速報累計は前年比 100.2％で推移してい
る。10 月は前年比平日稼働日１日減の 21 日であった。増税前
の仮需反動、台風の影響等から総じて盛り上がりを欠く荷動き
であった。
電気機器：働き方改革に対応する具体的な対策を講じ始めてい
る。多くの企業では、業界で共通して残業が極めて多い設計部
門に焦点を当てた改革を始めている。

【非製造業】
小売業：９月に少し駆け込み需要があったため売上が減少した。
キャッシュレス導入により資金繰りが少し悪くなった店もある
ようだ。
サービス（旅館）：全組合員の施設で悪化。天候不順もあるが不
確定ながらインバウンドの減少も考えられる。
建設業：天候には恵まれたが、工事は小規模化しており効率は
低下。それに慢性の人手不足にガードマン不足で工事現場は対
応に苦慮している。収益状況は悪化した。

【製造業】
食料品（山口県）：消費税の増税にともない、外食産業や給食の
売上が減少した。また、増税の関係でシステムの変更が生じ収
益が悪化した。
紙・紙加工品（静岡県）：９月の増税前の特需から 10 月は反動
で落ち込むかと予測したが、メーカーではそれほど生産が減少
していないようである。今後繁忙期へ向けて在庫を戻している
と思われる。
電気機器（長野県）：10 月の台風災害の影響もあり、景気の先
行きが不安定な状況。企業の売り上げ・受注等も安定せず、減
少傾向にある。当面厳しい状況が続く予定である。

【非製造業】
小売業（大阪府）：消費税増税の影響で売上、来店数共に大きく
減少した。予想以上に影響が大きかったと感じている。キャッ
シュレスによるポイント還元については今のところ影響はない。
サービス（旅館業、岩手県）：秋一番の集客時期に台風 19 号が
直撃、施設への甚大な被害は無かったが、交通網のダウンやイ
ベント中止で宿泊のキャンセルが莫大となり、機会損失となっ
た。
建設業（東京都）：依然として工事需要は首都圏を中心に旺盛で
ある。少なくとも年内中は同等程度の需要にて推移すると思わ
れる。

（出典：全国中小企業団体中央会HPより）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2019 年 10 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

月日（曜） 時間 イベント名 場所
１月 14 日（火） 13：00 第２回外国人技能実習制度コンプライアンスセミナー ウインクあいち
１月 15 日（水） 10：30 正副会長会 キャッスルプラザ
１月 15 日（水） 11：30 新年祝賀会 キャッスルプラザ
１月 16 日（木） 10：00 働き方改革推進支援センター出張相談所 愛知県中央会会議室
１月 16 日（木） 10：00 組合支援研究事業委員会 愛知県中央会会議室
１月 16 日（木） 10：00 女性中央会新年会 松山閣　松山

中
央
会

イベントカレンダー

中央会事業レポート

　11 月 13 日（水）ウインクあいちにおいて、「若手社員スキルアッ
プ研修　〜リーダーシップの基礎を学び、今後の成長につなげよう！
〜」を開催しました。講師にGrowth�aid�代表�押村�由紀恵氏をお招き
し、仕事の基礎力としてのリーダーシップとリーダーを補助するフォ
ロワーの重要性、今後組織のリーダーになっていくために必要な要素
について勉強しました。グループワークでは、参加者は積極的に発言
し、自らのリーダシップパターンの特性を把握することで明日からの
業務に役立てる内容でした。

若手社員スキルアップ研修を開催しました

　11 月 19 日（火）ウインクあいちにおいて、「令和元年度中小企業
関連施策等講習会　コンプライアンスセミナー」を開催しました。
　講師として弁護士法人名南総合法律事務所�弁護士�三浦憲治氏をお
招きし、「中小企業が知っておきたい情報管理対策」をテーマに情報
漏えい対策、個人情報保護法の読み方・考え方並びにリスク管理体制
の構築についてご講演いただきました。
　講演では情報資産という基本知識から、不正競争防止法や営業秘密
管理指針など重要な法律等の概要説明の後、従業員からの情報漏えい
対策並びにリスク管理体制の構築など具体的な対策について説明があり、参加者は有意義な内容を熱心に
聴講していました。
　経済産業省HP：https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/trade-secret.html
　営業秘密管理指針（不正競争防止法による保護を受けるために必要となる最低限の水準の対策）
　秘密情報の保護ハンドブック（秘密情報の漏えいを未然に防ぐための対策例を紹介）

コンプライアンスセミナーを開催しました

　11 月 26 日（火）ANAインターコンチネンタルホテル東京（東京都港区）において、中小企業等協同
組合法施行 70 周年及び中小企業団体の組織に関する法律施行 60 周年記念式典が開催されました。
　愛知県からは、経済産業大臣賞として優良組合２組合、組合功労者１名、中小企業長官賞として優良組
合２組合、組合功労者５名、国土交通大臣賞として優良組合２組合が、全国中央会会長表彰として優良職
員９名が受賞の栄に浴されま
した。
　式典では、宮本周司経済産
業大臣政務官をはじめ各代表
者から総代に対し表彰状が授
与されました。

中小企業等協同組合法施行 70周年及び中小企業団体の組織に関する法律施行
60周年記念式典が開催されました　～ご受章おめでとうございます～
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インフォメーション

イベントレポート

　11 月 7日（木）・8日（金）の 2日間にわたり、「第 54 回愛知県塗装技能作品展」が名古屋市工業研究所展
示場（名古屋市熱田区）において開催されました。中部塗装技術研究会、愛知県工業塗装協同組合、愛知県塗
装工業協同組合主催によるこの作品展は、塗装技術の研さんの場として技能
向上を図ることを目的に、毎年開催されています。
　出品者は、限られた仕様のもと、日頃培ってきた塗装の腕を、作品を通し
て披露していました。
　褒章には中部経済産業局長賞や中部地方整備局長賞があり、中央会会長賞
も展示されていました。

第 54 回　愛知県塗装技能作品展　開催

　11 月 10 日（日）、名古屋市中央卸売市場北部市場（西春日井郡豊山町）において「食の物語フェア 2019　
北部マルシェ」が開催されました。
　午前９時から午後１時まで、新鮮な野菜や果物、魚介類を買い求め、様々なイベントに参加する家族連れな
どで賑わいました。
　ステージでは青果物・水産物の模擬せり体験が行われ、せり人の威勢のいいかけ声のもと、来場者が手振り
をして次々とせり落としていました。ターレット乗車体験では、JA 中野市から遊びにきた「えのたん」と一
緒に乗車することもでき、子ども達が喜んでいました。
　その他、ステージでの演奏や演舞、野菜・果物・水産物の食べ比べコーナーや出展ブースでの試食・販売、
グルメ・販売ゾーンでの食事など、皆思い思いに休日の一時を楽しみました。当日は４万人が来場し、大盛況
のうちに終了しました。

「食の物語フェア 2019　北部マルシェ」が開催されました

「第 10 回 ふれあい市場まつり 2019」が開催されました

　11 月 17 日（日）中央卸売市場本場において「第 10 回�ふれあい市場まつり 2019」が開催されました。
　「旬のおいしいは本場から！」をテーマに、マグロの解体実演や模擬セリ、旬の食材の販売・試食等が行わ
れました。ステージでのフルーツセミナー、「プロが伝えるフルーツの魅力」と題した講演や本場 70 周年の
歩みパネル展も開催されました。
　多くの人出で賑わうなか、イカ焼きや五平餅などの模擬店に長蛇の列ができ、市場で働く車両の展示のほか、
水産かるたやミカンのはさみ取り、金魚すくいなど家族で楽しめる企画も満載でした。



大樹生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

多くの経営者より個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　大樹生命保険株式会社　名古屋支社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ-2019-5298（2019.6）　

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など

愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2019 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：組織支援部　TEL : 052－485－6811
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0120-00-9967
受付時間 平日9:00～17:00

〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶
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